

「アフリカの感染症を知る」シリーズ 第12回講演会
　　　　　　　　　　　　　　　　

アフリカ協会文化・社会委員会主催「アフリカの感染症を知る」シリーズの第12回講演会です。今回は世界銀行カンボジア事務所上級保健専門官の鈴木千穂氏に「マラウイの感染症対策」についてお伺いします。

前回は、国連人口基金　エリトリア事務所長の大橋慶太氏に「エリトリアの感染症対策」とのテーマで、エリトリアの政治・経済情勢を含めた概況を始め、エリトリアの感染症の状況に関してお話を頂きました。
エリトリアでの感染症としては、マラリアを筆頭に肝炎、狂犬病、ポリオや腸チフスなどが見受けられますが、他方近年世界的に流行したCOVID19に関してはあまり発生していないこと、さらに2000年代以降保健分野での急速な改善によるMDGの達成に続き、SDG達成に向けユニバーサルヘルスカバレッジの拡充を目指しているなど、独裁国家としてのイメージで知られている同国の感染症対策について、非常に興味深いお話であったと思います。　

今回お話を頂く世界銀行カンボジア事務所上級保健専門官の鈴木千穂氏は、学生時代から
始めた日本ユネスコ協会のボランティア活動を通じて、“女性の保健や社会的地位の向上”に取り組むことを目指されました。旧アジア経済研究所スクールや米国コーネル大学・チューレーン大学などで開発・家族計画教育・栄養改善・公衆衛生などを学ばれた後、国連人口基金（UNFPA）やユニセフ、さらには国際NGOなど現場での勤務を経て、2017年に世界銀行タンザニア事務所の上級保健専門官として赴任され、同事務所を拠点にタンザニア、マラウイ、南スーダンの母子保健・栄養問題を担当されました。
[bookmark: _gjdgxs]現在は、世界銀行カンボジア事務所に異動されていますが、今回タンザニアにて勤務されていた際の調査・研究から、マラウイの感染症状況を中心にお話を伺います。
　

概要
日時：　  2024年10月17日（木）　14時から15時30分
場所：　  オンライン（ZOOM）
テーマ：　「マラウイの感染症対策」
[bookmark: _30j0zll]講演者：　鈴木 千穂　　 世界銀行カンボジア事務所　上級保健専門官
司会  ：　池上清子　　　アフリカ協会副会長、　野口英世アフリカ賞選考委員、
公益財団法人アジア人口・開発協会副理事長



プログラム
　14時00分　　 開演
　14時00分　　 開催挨拶・講師紹介（池上清子委員長）
　14時10分　　 講演　　　（鈴木 千穂　世界銀行カンボジア事務所上級保健専門官　）
　15時00分　　 質疑応答　　　　　（司会：池上清子委員長）
　15時30分　　 終了






講師略歴
鈴木千穂：（すずき　ちほ）

旧アジア研究所開発スクールを経て、米国コーネル大学で開発とコミュニケーションの修士号、米国チューレーン大学で国際保健と開発の博士号を取得。
国連（UNFPA、UNICEF）、日本政府による開発援助の現場（日本大使館、JICA）、米国の援助組織（Macro International/ICF,FHI360）など開発に関わる様々な組織を通じて、アジア・アフリカ・中米における女性と子供の保健の仕事に従事。
世界銀行にはミッドキャリア採用を通じて2017年に入行、タンザニア事務所を拠点にタンザニア、マラウイ、南スーダンの母子保健・栄養問題を担当後、アジア太平洋地域に異動。
現在は、世界銀行カンボジア事務所上級保健専門官。



池上清子：（いけがみ　きよこ）

国連難民高等弁務官事務所、国連本部、国連人口基金、長崎大学大学院教授などを経て、現在(公財)アジア人口・開発協会副理事長。アフリカ協会副会長。
また、（公財）ジョイセフ、国際家族計画連盟ロンドン本部、（公財）プランインターナショナルジャパン（理事長）、日本赤十字社（常任理事）など多くの市民社会組織（CSOｓ）で経験を積む。一貫して、開発途上国の女性の健康推進、自立支援に携わっている。
